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２９年度はすみだの四季について比較しました！ 

すみだ景観フォーラムでは、実行委員のメンバーが中心と

なって様々なイベントを開催しております。近年は年度当初

にテーマを決定し、まち歩き等を通じて景観的な視点でテー

マを掘り下げ、得られた知見をシンポジウムにて報告してお

ります。 

平成２９年度は『すみだの春夏秋冬』をテーマに掲げ、実

行委員のメンバーを中心に街歩きや調査を行いました。また、

１年かけて取り組んできた成果について３月１７日（土）に

シンポジウムを開催し報告させていただきました。 

シンポジウム当日は、すみだ景観フォーラムの会員のみな

らず、区内外から多くご参加いただき、会場の皆様と活発な

意見交換を行うことができました。本会報では２９年度の取

組み状況とシンポジウムの概要について紹介します。 

実行委員の声 

すみだの景観について自由に話し合い、景観に関
することに取り組んでいただくきっかけの場とし
て、平成２０年度から活動を続けております。 
どなたでも参加可能です。ご希望の方は事務局ま
でご連絡ください！ 
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■シンポジウム参加者状況   合計５２名 

１．一般参加        ２８名 

２．フォーラム会員     １８名 

   ３．その他          ６名 

 

■シンポジウム参加者アンケート（回答者数１８名） 

  ①イベントを何で知りましたか（複数回答）      ②内容はいかがでしたか 

 

③シンポジウムについての感想（抜粋） 

  ・活動を写真を通して見られて、とても分かりやすかった。（４0代女性） 

  ・自分の中でよいところが浮き彫りになった。地理的要素が重なり合った町！！（６0代

男性） 

  ・大横川親水公園は普段自転車で一応周りを見ながら走っています。今日の映像を見て、

ゆっくり四季を通して観察してみようと強く感じました。（７0代女性） 

  ・歴史ある墨田区民になり、地元を知りたい＋自然好きな私にとって、とっても楽しかっ

たです。今度はまち歩きにぜひ参加したいです。よりすみだが楽しく好きになりました。

（40代女性） 

 

 

 

 

 

区報 

11名 1名 

2名 

1名 2名 

72% 

22% 

0% 

6% 

すみだ景観
フォーラム
とは・・・ 

大横川親水公園 

発案者  小池 和史さん（すみだ景観フォーラム実行委員）より 

 

今回のシンポジウムのタイトルは「すみだの春夏秋冬」。とてつもなく広々として大きなテー

マです。第一部「すみだの四季」は”五感で感じる等身大の季節感”を大事に何とか３０分バ

ージョン５０カットの写真を提出することができました。 

第二部「大横川親水公園の四季」では、自然環境観察員である横井貴広さんの解説を聞きな

がらのバーチャルまちあるきというパフォーマンスをしました。なんだか楽しかったです。参

加、協力いただいた方に感謝。 

■イベント周知活動にも力を入れて、昨年度より参加人数が増えました！ 

・シンポジウムを広く知ってもらうため、区のお知らせやＨＰ掲載のほか、ツイッター掲載、

ＣＡＴＶ出演、チラシの配布など周知活動にも力を入れました。 

・シンポジウムのチラシが確定した段階で企業訪問を行い、協力者（社）欄への企業名記載や

社内への周知など、各企業様に大変なご協力をいただきました。ありがとうございました。 

発行元 

すみだ景観フォーラム事務局（墨田区都市計画部都市計画課） 

墨田区吾妻橋 1 丁目 23 番 20 号 

電 話：03-5608-6266／ＦＡＸ：03-5608-6409 

メール：TOSHIKEIKAKU@city.sumida.lg.jp 

会員数：89 名（平成 30 年 3 月末現在） 

満足 

不満 

ふつう 

無回答 

ちらし 

J:COM 

HP 

知人の 

紹介 



８月、業平橋からスタートして大横川親水

公園を見て歩きました。青々とした深緑や水

辺で遊ぶ子どもたちなど、「夏」ならではの

景観を見つけました。また、今回のまちある

きではすみだ自然環境観察員の横井さんに

も同行していただき、道中の植物やセミの種

類等について解説していただきました。 

河津桜（旧中川） 

１１月、撞木橋跡からスタートして大横川

親水公園を見て歩きました。紅葉したメタセ

コイヤの木等の夏の景観との違いを観察し

ました。まちあるき終了後には振り返りの時

間を設け、夏のまちあるきで撮った写真と同

じ場所から撮影した写真を見比べて、それぞ

れの季節の景観の魅力を確認しました。 

９月、景観フォーラムの会員の有志の方で

両国駅周辺を見て歩きました。その日は牛嶋

大祭の日でもあり、祭りでにぎわう中、活気

あふれた雰囲気と変わりゆく両国のまちな

みを楽しみました。 

「大横川親水公園の四季」について取り組みました！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大横川親水公園の四季を紹介しなが

らバーチャルまちあるきをしました！ 

 愉快な音楽や自然の音をBGMに、植

物等の解説を織り交ぜながら写真を見

ていき、実際に公園を歩いているかの

ような感覚に浸ることができます。 

 区内に竹林があることに驚きの声が

多く上がり、写真の人気投票でも１位

となりました。 
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■第１弾まちあるき 

第１部 すみだの四季 

す み だ の 

春 夏 秋 冬 

ボートとコスモス（旧中川） 

 ・開催日時 

  平成３０年３月１７日（土） １３：３０～１７：００ 

 ・コーディネーター 

  恵泉女学園大学講師 瀧口 雅仁 先生 

・ゲスト 

 すみだ自然環境観察員 横井 貴広さん 

 ・発表者（すみだ景観フォーラム実行委員） 

  小池 和史さん 

第２部 大横川親水公園の四季 

1 ２  すみだ各所の春夏秋冬が表れた景観につ

いて紹介しました！ 

 日常的に見られる景観のほか、天候の影

響を受けた奇跡的な瞬間や、今はもう失わ

れてしまって見られない景色、区内で行わ

れている祭事等のイベントの様子が写真に

収められています。 

 参加者のみなさまからは、蕾がほころび

花咲く春の華やかな景観を撮影した写真が

人気となっており、気に入った写真に投票

をしていただいた際にもランキング上位に

複数枚選ばれていました。 

竹林 渓谷 

1 ２ 

■第２弾まちあるき 

▲公園で遊ぶ子供たち 

▲ヒメリンゴの実 

▲説明の様子 

▲紅葉した木 

☆景観フォーラム会員企画まちあるき☆ 

▲ふりかえりの様子 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjumfOc2aDSAhUEOJQKHVWiAI8QjRwIBw&url=http://pancos-sozai.com/archives/3519&psig=AFQjCNHD1EFDXmKx1hmd7lbMiKJvKS6E5A&ust=1487749582465310

